
 

 

 

 

 

 

横浜美術館次々回企画展のお知らせ 

開館 25 周年記念 

魅惑のニッポン木版画 
2014 年 3 月 1 日（土）－5 月 25日（日） 

※3 月 29 日（土）は無料開館！ 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
  

 

会   期 2014 年 3月 1 日(土)－5 月 25 日(日) 主  催  
横浜美術館［公益財団法人横浜市芸術文化振興財団］／ 

日本経済新聞社 

開 館 時 間 10：00～18：00 (入館は閉館の 30 分前まで) 後   援 横浜市、横浜市教育委員会 

休 館 日 木曜日 協   力  
みなとみらい線／横浜ケーブルビジョン／ 

FM ヨコハマ／首都高速道路株式会社 

観 覧 料 

一般 1,100（1,000）円、 

大学・高校生 700（600）円、 

中学生 400（300）円、小学生以下無料 

問合せ 045-221-0300 

※（ ）内は前売、および有料 20 名様以上の団体料金（要事前予約）                       

※毎週土曜日は高校生以下無料（要学生証、生徒手帳）               

※障がい者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

U R L http://www.yaf.or.jp/yma/ 

お問い合わせ先 ＊本日は 19時まで在席しております。 

横浜美術館 【横浜市芸術文化振興財団】 

経営管理グループ グループ長               操 和憲        Tel 045-221-0307 

経営管理グループ 広報・渉外チーム 広報担当  宮野 、藤井 、窪田   Tel 045-221-0319 

平 成 2 5 年 1 1 月 2 9 日 
（公財）横浜市芸術文化振興財団 
横 浜 美 術 館 

記 者 発 表 資 料 

 

棟方志功《華狩頌》 1954 年（昭和 29）木版              作者不詳「団扇絵 裏絵」江戸末期 多色木版         

130.0×158.0cm 日本民藝館蔵                                   23.2×29.9cm 横浜美術館蔵（小島豊氏寄贈［小島鳥水旧蔵］）         

 

 

 木版は、日本人にとって最も親しみ深い芸術表現のひとつといえるでしょう。江戸時代に一世を風靡した浮世

絵によって「庶民の芸術」として定着し、その後も大正、昭和を通じて、その独特の質感と表現の可能性に魅了

された芸術家たちによって、木版画の豊かな歴史が形作られてきました。また、千代紙やうちわ絵、本の表紙や

絵封筒といった生活のなかの品々にも木版技法が用いられ、各時代の人々の暮らしを彩っています。現代におい

ても、木版という技法にこだわって創作するアーティストがみられます。 

幕末から現代にいたる約 200点の作品を通して、庶民性と独創性にあふれる魅惑のニッポン木版画の世界を、

どうぞご堪能ください。※詳細は添付をご覧ください。 

 
 
 
 
 

 
 


